
      

正しく、気持ちの良い言葉を身に付けさせたい 
 先日、６年生への乗り入れ授業の折に、吉井中学校の校長先生から「子供たちが良く挨拶をします

ね。」とお褒めの言葉をいただきました。子供たちはニコニコしながら、元気よくお客様に挨拶がで

きます。うれしいことです。しかし、校内でできていても、校外ではこのように気持ちが良い挨拶が

できているのでしょうか？朝から登校する子供たちの多くは、下を向いたまま小さな声での「おはよ

うございます」です。PTA の方々が立って挨拶をしてくださっても、目を合わせない子もいます。校

外でも気持ちの良い挨拶ができるようになってほしいと思います。 

また、本校の大きな課題として言葉遣いの問題があります。言葉が荒く、無用なトラブルに発展し

てしまうことも少なくありません。言葉が荒いと人間関係がぎすぎすして、子供たちは安心して学校

生活を送れません。子供たちの言葉遣いを何とかしたい！職員の願いなのです。 

そこで、学校一丸となって言葉遣いの改善に取り組もうと、昨日の全校集会で以下のように子供た

ちに話をしました。ご家庭でも、この機会にぜひ言葉づかいについて振り返り、指導のご協力をお願

いいたします。 
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皆さんの校内での挨拶は、とっても気持ちが良いですね。これは吉井北小の強みです。では、

校外ではどうでしょう？挨拶ができないと、中学校に行っても、働きだしても、どんな社会でも

通用しません。挨拶は社会の基本。気持ちよく自然にできるとよいですね。 

次に、正しい言葉遣いはどうでしょう？先生や目上の方々に対する丁寧な言葉遣いはできてい

ますか？目上の人に対する正しい言葉遣いを「敬語」と言いますが、この頃社会に出ても正しい敬

語を話せない人が増えているそうです。今しっかり正しく身に付けてくださいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉は友達とコミュニケーションをする上でとっても大切です。言葉によって友達と仲良くな

ったり、けんかになったりもします。「ふわふわ言葉」と「ちくちく言葉」は皆さんもよく知って

いますね。ふわふわ言葉を言ってもらうと嬉しくなって力が湧きます。言った方もうれしくなりま

す。反対にちくちく言葉は心にちくちく刺さります。いやな気持になりますし、腹も立ちます。腹

が立ったら喧嘩になることもありますね。自分が言われたら嫌な言葉は人にも言わないことです。 

 言葉の中でも、絶対に言ってはいけない言葉があります。「言葉のナイフ」です。「暴言」とも言

います。これらの言葉はナイフのように相手の心に突き刺さり、けがをさせます。あまりにも言わ

れ続けたらどうなるでしょう？大きなけがとなって「学校に行きたくない」と思うかもしれませ

ん。あまりにもひどいと、他の学校では自分で自分の命を絶ってしまった人だっているのです。皆

さんは、そうなっても良いと思いますか。 

 この言葉のナイフを使ってしまうと、大人の世界では相手の人権を傷つけたと、ひどい時には罪

に問われます。子供だって同じです。あまりにひどくて事件になったりすると、お家の人も巻き込

んで罰を受けることになります。言葉のナイフは、絶対に使ってはならないのです。 

 大変なことにならないように、もし言葉のナイフが聞こえたら、皆さん同士で止めてください。

勿論、担任に関わらずどの先生も注意します。それは、皆さんを守るためなのです。 

言葉はとっても良い力も持っています。例えばあと 10 日間で夏休みが終わるとしましょう。皆

さんは「もう 10日間しかない」と思いますか？それとも「まだ 10日間もある」と思いますか？言

葉によって感じ方が違いますよね。感じ方が違うと行動も変わってきます。言葉には後ろ向きな言

葉と前向きな言葉があります。後ろ向きな言葉ばかりだと、不満ばかりがたまってしまいます。反

対に、同じことでも前向きな言葉にすると、満足したり、感謝したりして楽しく過ごせます。 

 皆さんも、まずは正しい言葉を気持ちよく使えるように、今のうちにしっかり学んでくださいね。 


